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〇

粗

筋

 

 

あ

る

日

、

広

域

暴

力

団

「

関

東

脅

征

会

」

の

構

成

員

が

学

校

帰

り

の

少

女

達

を

次

々

と

誘

拐

し

、

富

豪

に

売

り

渡

す

愛

玩

奴

隷

の

調

教

の

た

め

に

人

里

離

れ

た

山

奥

に

潜

伏

す

る

。

 

 

入

間

原

堅

次

郎

と

恋

人

の

春

小

路

清

子

は

、

山

で

遊

ん

で

い

た

と

こ

ろ

、

道

を

間

違

え

て

、

脅

征

会

の

連

中

が

潜

伏

し

て

い

る

野

営

地

に

迷

い

込

ん

で

し

ま

う

。

 

堅

次

郎

と

清

子

は

、

脅

征

会

の

連

中

に

身

柄

を

拘

束

さ

れ

る

。

脅

征

会

の

頭

領

は

、

清

子

を

一

目

見

て

気

に

入

り

、

少

女

達

と

共

に

愛

玩

奴

隷

と

し

て

調

教

す

る

こ

と

に

す

る

。

ま

た

、

堅

次

郎

を

警

棒

で

拷

問

に

か

け

た

上

で

、

手

下

に

処

刑

さ

せ

よ

う

と

す

る

。

 

 

堅

次

郎

は

、

ゴ

ミ

捨

て

場

で

処

刑

さ

れ

そ

う

に

な

る

が

、

処

刑

役

の

手

下

が

ホ

モ

で

あ

る

こ

と

を

見

抜

き

、

偽

計

に

よ

り

最

期

に

ア

レ

を

触

ら

せ

て

く

れ

と

懇

願

す

る

。

手

下

は

、

堅

次

郎

に

ア

レ

を

触

ら

せ

、

快

楽

の

絶

頂

の

中

で

脱

力

し

て

凶

器

の

短

刀

を

手

か

ら

落

と

し

て

し

ま

う

。

堅

次

郎

は

、

短

刀

を

拾

っ

て
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快

楽

に

浸

る

手

下

の

ア

レ

を

斬

り

つ

け

、

胸

を

突

き

刺

し

て

倒

す

。

 

 

頭

領

は

、

処

刑

役

が

戻

ら

な

い

こ

と

を

不

審

に

感

じ

自

動

小

銃

を

持

っ

た

手

下

を

向

か

わ

せ

る

。

 

手

下

達

は

、

ゴ

ミ

捨

て

場

で

仲

間

が

倒

さ

れ

て

い

る

の

を

確

認

し

、

堅

次

郎

を

探

し

に

向

か

う

。

堅

次

郎

は

、

谷

間

で

手

下

と

遭

遇

し

、

一

人

を

短

刀

で

突

き

刺

し

て

倒

し

、

一

人

を

奪

っ

た

自

動

小

銃

で

撃

ち

ま

く

っ

て

倒

す

。

 

 

堅

次

郎

は

、

清

子

と

少

女

達

を

解

放

す

る

た

め

に

頭

領

の

い

る

野

営

地

に

舞

い

戻

る

。

堅

次

郎

は

、

手

下

達

を

自

動

小

銃

の

乱

射

で

倒

し

た

後

、

頭

領

と

の

一

騎

打

ち

に

臨

む

。

殺

る

か

殺

ら

れ

る

か

の

死

闘

を

繰

り

広

げ

た

末

に

、

堅

次

郎

は

頭

領

を

倒

す

。

 

 

堅

次

郎

は

、

清

子

と

少

女

達

を

解

放

し

、

清

子

と

の

絆

が

一

層

強

固

と

な

り

、

少

女

達

の

信

頼

と

恋

心

を

獲

得

す

る

。
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〇

登

場

人

物

 

入

間

原

堅

次

郎

（

３

９

）

争

い

と

は

無

縁

の

一

般

人

だ

っ

た

が

「

白

馬

の

王

子

事

件

」

で

清

子

を

救

っ

た

こ

と

か

ら

侠

客

と

し

て

覚

醒

し

始

め

る

。

後

に

堅

気

の

侠

客

一

家

「

初

代

関

東

入

間

屋

一

家

」

を

創

設

し

、

旅

館

兼

護

身

術

道

場

の

主

と

な

る

。

ま

た

、

お

凜

様

の

託

宣

を

受

け

て

悪

党

退

治

専

門

の

掃

除

屋

「

特

攻

戦

士

神

風

」

に

な

る

。

 

春

小

路

清

子

（

１

８

）

堅

次

郎

の

恋

人

の

高

校

生

。

武

州

の

名

門

武

家

「

春

小

路

家

」

の

一

人

娘

。

「

白

馬

の

王

子

事

件

」

で

堅

次

郎

に

救

わ

れ

て

恋

を

す

る

。

後

に

「

初

代

関

東

入

間

屋

一

家

」

の

姐

と

な

り

、

お

凜

様

と

同

化

す

る

こ

と

に

な

る

。

 

頭

領

（

１

８

～

）

少

女

誘

拐

団

の

指

導

者

。

愛

玩

奴

 

隷

調

教

師

。

広

域

暴

力

団

「

関

東

脅

征

会

」

の

構

 

成

員

。

 

手

下

達

（

１

８

～

）

少

女

誘

拐

団

の

実

行

犯

。

広

域

 

暴

力

団

「

関

東

脅

征

会

」

の

構

成

員

。

 

少

女

達

（

６

～

１

５

）

誘

拐

団

に

さ

ら

わ

れ

る

。

小
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学

生

、

中

学

生

、

高

校

生

と

幅

広

い

。

堅

次

郎

の

 
活

躍

に

よ

り

救

わ

れ

、

全

員

恋

心

を

抱

く

。

後

に

 

堅

次

郎

の

妹

に

な

り

「

初

代

関

東

入

間

屋

一

家

」

 

の

一

員

に

な

る

。
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〇

町

の

遠

景

 

 
 

 

秩

父

山

地

を

望

む

静

か

な

住

宅

地

。

 

字

幕

「

武

州

入

間

地

方

」

 

 

〇

町

中

の

ど

こ

か

の

道

路
 

 
 

 

下

校

中

の

小

学

生

の

少

女

四

人

組

（

６

～

９

）

が

各

々

雑

談

し

な

が

ら

歩

い

て

い

る

。

 

 
 

 

一

台

の

車

が

背

後

か

ら

少

女

達

に

近

づ

い

て

い

く

。

 

 
 

 

車

が

少

女

達

の

前

に

止

ま

り

、

覆

面

の

男

達

（

１

８

～

）

が

降

り

て

く

る

。

 

 
 

 

少

女

達

は

、

覆

面

男

達

に

取

り

囲

ま

れ

、

薬

品

を

染

み

込

ま

せ

た

ハ

ン

カ

チ

で

口

と

鼻

を

覆

わ

れ

て

眠

ら

さ

れ

る

。

 

 
 

 

少

女

達

は

、

覆

面

男

達

に

抱

え

ら

れ

、

車

に

押

し

込

ま

れ

る

。

 

 
 

 

車

が

走

り

去

っ

て

い

く

。

 

 

〇

町

中

の

ど

こ

か

の

道

路
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下

校

中

の

中

学

生

の

少

女

二

人

組

（

１

２

）

と

高

校

生

の

少

女

二

人

組

（

１

５

）

が

各

々

雑

談

し

な

が

ら

歩

い

て

い

る

。

 

 
 

 

一

台

の

車

が

背

後

か

ら

少

女

達

に

近

づ

い

て

い

く

。

 

 
 

 

車

が

少

女

達

の

前

に

止

ま

り

、

覆

面

男

達

が

降

り

て

く

る

。

 

 
 

 

少

女

達

は

、

覆

面

男

達

に

取

り

囲

ま

れ

、

薬

品

を

染

み

込

ま

せ

た

ハ

ン

カ

チ

で

口

と

鼻

を

覆

わ

れ

て

眠

ら

さ

れ

る

。

 

 
 

 

少

女

達

は

、

覆

面

男

達

に

抱

え

ら

れ

、

車

に

押

し

込

ま

れ

る

。

 

 
 

 

車

が

走

り

去

っ

て

い

く

。

 

 
 

 
 

〇

郊

外

の

ど

こ

か

の

道

路

 

 
 

 

一

台

の

車

が

路

肩

に

停

ま

っ

て

い

る

。

車

の

前

に

割

と

精

悍

な

面

構

え

の

誘

拐

団

の

頭

領

（

１

８

～

）

が

立

っ

て

い

る

。

 

 
 

 

そ

こ

に

、

二

台

の

誘

拐

実

行

犯

の

車

が

走

っ

て

く

る

。
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二

台

の

車

が

一

時

停

止

し

、

乗

っ

て

い

る

男

達

が

頭

領

と

目

を

合

わ

せ

て

う

な

ず

く

。

 

 
 

 

頭

領

も

う

な

ず

く

。

 

 
 

 

頭

領

が

車

に

乗

り

込

み

、

車

が

発

進

す

る

。

 

 
 

 

二

台

の

車

が

後

に

追

走

し

て

い

く

。

 

 

〇

山

間

の

ど

こ

か

の

道

路

 

 
 

 

三

台

の

車

が

走

っ

て

い

く

。

 

字

幕

「

武

州

秩

父

地

方

」

 

 

〇

人

里

離

れ

た

山

奥

の

森

の

入

口

 

 
 

 

誘

拐

団

の

車

が

走

っ

て

き

て

路

肩

に

停

ま

る

。

 

 
 

 

頭

領

と

手

下

達

が

降

り

て

、

少

女

達

を

引

っ

張

り

降

ろ

す

。

 

 
 

 

少

女

達

は

目

が

覚

め

て

い

る

が

、

混

乱

と

恐

怖

で

絶

句

し

て

い

る

。

 

頭

領

「

大

人

し

く

黙

っ

て

つ

い

て

こ

い

。

い

い

な

」

 

 
 

 

少

女

達

は

う

な

づ

く

し

か

な

い

。

 

 
 

 

頭

領

と

手

下

達

は

、

ト

ラ

ン

ク

か

ら

色

々

な

道

具

箱

や

道

具

袋

を

持

ち

出

し

、

少

女

達
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を

連

れ

て

、

森

に

入

っ

て

い

く

。

 

 

〇

平

地

の

森

の

中

 

 
 

 

頭

領

と

手

下

達

が

、

少

女

達

を

連

れ

て

歩

い

て

く

る

。

 

 
 

 

男

達

は

、

適

当

な

と

こ

ろ

で

立

ち

止

ま

り

、

少

女

達

を

突

き

放

す

。
 

頭

領

「

こ

こ

で

し

ば

ら

く

野

営

す

る

。

テ

ン

ト

を

張

 

る

か

ら

そ

こ

で

座

っ

て

ろ

。

逃

げ

よ

う

な

ん

て

考

 

え

る

な

よ

。

死

に

た

く

な

け

れ

ば

な

」
 

 
 

 

手

下

達

が

荷

物

を

置

い

て

拳

銃

を

手

に

取

る

。

 

 
 

 

少

女

達

が

怯

え

て

座

り

込

む

。

 

高

校

生

１

「

ど

う

す

る

気

な

の

…
…

」

 

高

校

生

２

「

お

金

な

ん

て

な

い

わ

よ

…
…

」

 

頭

領

「

ガ

キ

の

小

遣

い

目

当

て

で

こ

ん

な

山

奥

ま

で

さ

ら

う

か

よ

」

 

 
 

 

頭

領

が

少

女

達

に

近

づ

き

、

し

ゃ

が

ん

で

視

点

を

合

わ

せ

る

。

 

頭

領

「

ま

あ

、

楽

し

み

に

待

っ

て

ろ

よ

。

い

ず

れ

分

か

る

ぜ

」
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頭

領

の

ニ

タ

ニ

タ

品

の

な

い

笑

み

に

、

少

女

達

は

生

理

的

な

嫌

悪

感

を

露

骨

に

顔

に

出

す

。
 

 
 

 

頭

領

が

手

下

達

と

テ

ン

ト

の

設

営

に

取

り

掛

か

っ

て

い

く

。

見

張

り

が

立

っ

て

い

る

た

め

、

少

女

達

は

茫

然

と

座

っ

て

い

る

し

か

な

い

。

 

 

〇

ど

こ

か

の

登

山

道

・

尾

根

筋

 

 
 

 

入

間

原

堅

次

郎

（

３

９

）

と

春

小

路

清

子

（

１

８

）

が

歩

い

て

い

る

。

 

 
 

 

息

を

荒

げ

て

汗

だ

ら

だ

ら

に

な

っ

て

お

り

、

長

時

間

歩

き

続

け

て

い

る

様

子

。

 

 
 

 

樹

林

帯

が

延

々

と

続

き

、

眺

望

は

ま

っ

た

く

な

い

。

 

 
 

 

堅

次

郎

と

清

子

が

立

ち

止

ま

っ

て

一

息

つ

き

、

水

分

補

給

を

す

る

。

 

清

子

「

お

兄

ち

ゃ

ん

、

い

つ

も

こ

ん

な

き

つ

い

運

動

 

し

て

た

ん

だ

…
…

」

 

堅

次

郎

「

こ

ん

な

の

楽

な

方

だ

よ

。

平

坦

な

尾

根

歩
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き

が

多

い

し

」

 

清

子

「

も

っ

と

景

色

が

奇

麗

な

と

こ

ろ

に

連

れ

て

っ

て

く

れ

る

と

思

っ

て

た

…
…

」

 

堅

次

郎

「

ご

め

ん

ね

。

俺

も

初

め

て

の

と

こ

ろ

だ

っ

た

し

。

で

も

、

こ

の

青

々

と

し

た

森

も

奇

麗

だ

ろ

う

。

こ

れ

ぞ

大

自

然

」
 

清

子

「

植

林

だ

ろ

う

け

ど

…
…

」

 

堅

次

郎

「

山

な

ん

だ

か

ら

自

然

は

自

然

だ

ろ

う

」

 

清

子

「

そ

う

ね

。

そ

れ

で

、

ど

こ

ま

で

歩

き

続

け

る

の

？

」

 

堅

次

郎

「

わ

か

ら

ん

」

 

清

子

「

わ

か

ら

ん

っ

て

。

大

丈

夫

な

の

？

」

 

堅

次

郎

「

ま

だ

午

前

中

だ

し

、

余

裕

は

あ

る

。

遅

く

な

り

そ

う

な

ら

引

き

返

し

ゃ

い

い

」

 

清

子

「

適

当

な

の

ね

」

 

堅

次

郎

「

い

つ

も

こ

ん

な

感

じ

だ

よ

。

引

き

返

し

て

も

十

分

運

動

に

は

な

っ

て

る

し

」

 

清

子

「

も

う

ク

タ

ク

タ

よ

…
…

」

 

 
 

 

堅

次

郎

が

歩

き

出

す

。

清

子

も

歩

き

出

す

。
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〇

ど

こ

か

の

登

山

道

・

分

岐

点

 

 
 

 
堅

次

郎

と

清

子

が

歩

い

て

き

て

、

分

か

れ

道

に

差

し

掛

か

る

。

道

標

は

な

い

。

 

清

子

「

こ

れ

ど

っ

ち

？

」

 

堅

次

郎

「

う

～

ん

。

右

に

行

っ

て

み

よ

う

」

 

清

子

「

わ

か

っ

た

わ

」

 

 
 

 

堅

次

郎

と

清

子

が

右

の

道

へ

歩

い

て

い

く

。

 

 

〇

ど

こ

か

の

登

山

道

・

下

り

坂

 

 
 

 

堅

次

郎

と

清

子

が

一

本

道

を

歩

い

て

い

く

。

 

清

子

「

ど

ん

ど

ん

下

り

て

る

わ

よ

」

 

堅

次

郎

「

頂

上

に

立

つ

こ

と

だ

け

が

目

的

じ

ゃ

な

い

」

 

清

子

「

そ

れ

は

そ

う

だ

け

ど

…
…

」

 

 
 

 

堅

次

郎

と

清

子

が

歩

い

て

い

く

。

 

 

〇

平

地

の

森

の

中

 

 
 

 

堅

次

郎

と

清

子

が

歩

い

て

く

る

。

 

清

子

「

も

う

麓

に

出

ち

ゃ

っ

た

ん

じ

ゃ

な

い

？

」

 

堅

次

郎

「

道

標

全

然

ね

え

な

…
…

」

 

 
 

 

堅

次

郎

と

清

子

が

歩

き

続

け

る

。
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〇

平

地

の

森

の

中

・

テ

ン

ト

の

近

く

 

 
 

 

堅

次

郎

と

清

子

が

歩

い

て

い

る

と

、

道

の

先

の

方

に

テ

ン

ト

が

張

ら

れ

て

い

る

の

が

見

え

る

。

 

堅

次

郎

「

誰

か

野

営

し

て

る

み

た

い

だ

」

 

清

子

「

キ

ャ

ン

プ

場

っ

て

感

じ

じ

ゃ

な

い

わ

よ

」

 

堅

次

郎

「

道

を

聞

い

て

み

よ

う

」
 

清

子

「

な

ん

か

怖

い

わ

。

変

な

人

だ

っ

た

ら

…
…

」

 

 
 

 

堅

次

郎

と

清

子

が

テ

ン

ト

に

向

か

っ

て

い

く

。

 

 
 

 
 

〇

平

地

の

森

の

中

・

テ

ン

ト

の

外

 

 
 

 

堅

次

郎

と

清

子

が

歩

い

て

く

る

。

 

 
 

 

テ

ン

ト

の

外

に

誰

も

い

な

さ

そ

う

。

 

 
 

 

堅

次

郎

と

清

子

が

様

子

を

見

て

い

る

と

…
…

。

 

頭

領

「

お

い

」

 

 
 

 

堅

次

郎

と

清

子

が

振

り

向

く

と

、

頭

領

と

銃

を

構

え

た

手

下

達

が

立

っ

て

い

る

。

 

堅

次

郎

「

あ

…
…

」

 

清

子

「

え

…
…

」

 



鬼神童女遊侠伝番外編 狙われた少女たち 愛玩奴隷調教地 

14 

Copyright © 2025 民富田智明／同人結社鬼姫狂団世界総本部 All Rights Reserved. 

 

頭

領

「

何

し

て

や

が

ん

だ

？

」

 

 
 

 
堅

次

郎

と

清

子

が

手

を

挙

げ

る

。

 

頭

領

「

怪

し

い

奴

ら

め

、

来

い

！

」

 

 

〇

テ

ン

ト

の

中

 

 
 

 

調

教

用

の

拘

束

台

が

設

置

さ

れ

て

お

り

、

金

網

に

様

々

な

調

教

器

具

が

か

け

ら

れ

て

い

る

。

首

輪

で

鎖

に

つ

な

が

れ

た

少

女

達

が

隅

で

座

ら

さ

れ

て

い

る

。

 

 
 

 

テ

ン

ト

の

入

口

が

開

き

、

頭

領

と

手

下

達

に

拘

束

さ

れ

て

堅

次

郎

と

清

子

が

入

っ

て

く

る

。

 

 
 

 

堅

次

郎

と

清

子

は

、

少

女

達

と

目

が

合

う

。

 

堅

次

郎

「

さ

ら

っ

た

の

か

？

」

 

頭

領

「

う

る

せ

え

」

 

 
 

 

手

下

達

が

堅

次

郎

を

殴

打

す

る

。

 

清

子

「

お

兄

ち

ゃ

ん

！

」

 

頭

領

「

て

め

え

の

心

配

し

た

方

が

い

い

ぜ

」

 

 
 

 

手

下

達

が

清

子

に

首

輪

を

は

め

て

、

鎖

に

つ

な

げ

て

、

少

女

達

の

横

に

座

ら

せ

る

。
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堅

次

郎

「

こ

の

子

達

を

ど

う

す

る

ん

だ

？

」

 

頭

領

「

知

り

た

い

な

ら

教

え

て

や

る

。

こ

こ

は

俺

の

 

調

教

場

だ

。

俺

が

あ

の

娘

達

を

従

順

な

愛

玩

奴

隷

 

に

仕

込

ん

で

よ

、

富

豪

に

売

り

渡

す

ん

だ

。

小

中

 

高

生

の

若

い

娘

は

世

界

中

で

高

値

で

取

引

さ

れ

る

。

 

で

け

え

商

売

だ

。

こ

こ

は

山

奥

だ

。

泣

こ

う

が

叫

 

ぼ

う

が

何

し

よ

う

が

、

誰

に

も

気

づ

か

れ

ね

え

。

 

娘

を

仕

込

む

に

は

都

合

が

い

い

ん

だ

ぜ

」

 

 
 

 

少

女

達

の

絶

望

に

満

ち

た

表

情

。

 

堅

次

郎

「

外

道

め

…
…

」

 

清

子

「

最

低

…
…

」

 

 
 

 

頭

領

が

清

子

に

近

づ

く

。

 

頭

領

「

お

め

え

の

連

れ

は

上

玉

だ

な

。

高

値

で

売

れ

る

ぜ

。

俺

が

念

入

り

に

仕

込

ん

で

や

ろ

う

」

 

堅

次

郎

「

そ

ん

な

こ

と

さ

せ

る

か

…
…

」

 

頭

領

「

立

場

が

分

か

っ

て

な

い

よ

う

だ

な

」

 

 
 

 

手

下

達

が

堅

次

郎

を

殴

打

す

る

。

 

頭

領

「

そ

い

つ

を

台

に

乗

せ

ろ

」

 

 
 

 

手

下

達

が

堅

次

郎

を

調

教

台

に

連

れ

て

行

き

、

 

手

枷

足

枷

を

は

め

て

固

定

す

る

。
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頭

領

が

金

網

か

ら

警

棒

を

持

ち

出

す

。

 

頭

領

「

ど

こ

ま

で

耐

え

ら

れ

る

か

な

？

」

 

清

子

「

や

め

て

！

」

 

 
 

 

頭

領

が

警

棒

で

堅

次

郎

を

殴

打

す

る

。

 

堅

次

郎

「

ぐ

あ

っ

」
 

 
 

 

頭

領

が

警

棒

で

堅

次

郎

を

殴

打

す

る

。

 

堅

次

郎

「

ぐ

あ

っ

」

 

 
 

 

頭

領

が

警

棒

で

堅

次

郎

を

殴

打

す

る

。

 

堅

次

郎

「

ぐ

あ

っ

」

 

 
 

 

頭

領

が

警

棒

で

堅

次

郎

を

殴

打

す

る

。

 

堅

次

郎

「

ぐ

あ

っ

」

 

清

子

「

や

め

て

…
…

」

 

 
 

 

清

子

と

少

女

達

が

目

を

背

け

る

。

 

 
 

 

頭

領

は

堅

次

郎

を

警

棒

で

な

ぶ

り

続

け

る

。

 

 
 

 

堅

次

郎

の

悲

鳴

が

響

き

渡

る

。

 

 
 

 

堅

次

郎

が

気

を

失

っ

て

ぐ

っ

た

り

す

る

。

 

清

子

「

酷

す

ぎ

る

…
…

」

 

頭

領

「

お

い

、

そ

い

つ

を

バ

ラ

し

て

こ

い

」

 

 
 

 

手

下

達

が

調

教

台

か

ら

堅

次

郎

を

外

し

、

抱

え

る

よ

う

に

テ

ン

ト

の

外

に

連

れ

出

し

て
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い

く

。

 

頭

領

「

こ

の

野

営

地

を

見

ら

れ

た

以

上

は

、

生

か

し

 

ち

ゃ

お

け

ね

え

よ

」

 

 
 

 

頭

領

は

ニ

タ

ニ

タ

品

の

な

い

笑

み

を

浮

か

べ

る

。

 

 

〇

平

地

の

森

の

中

・

ゴ

ミ

置

き

場

 

 
 

 

手

下

二

人

組

が

堅

次

郎

を

抱

え

る

よ

う

に

連

れ

て

歩

い

て

く

る

。

 

 
 

 

二

人

は

堅

次

郎

を

適

当

に

転

が

す

。

 

堅

次

郎

「

う

ぐ

っ

」

 

手

下

１

「

重

て

え

野

郎

だ

ぜ

」

 

手

下

２

「

何

キ

ロ

あ

る

ん

だ

よ

」

 

 
 

 

手

下

が

短

刀

を

抜

く

。

 

手

下

１

「

さ

す

が

に

娘

達

の

前

で

バ

ラ

し

た

く

は

ね

 

え

。

せ

め

て

も

の

情

け

だ

」

 

手

下

２

「

こ

の

ゴ

ミ

置

き

場

が

あ

ん

た

の

墓

場

だ

。

ね

ん

ご

ろ

に

埋

め

て

や

る

よ

」

 

 
 

 

手

下

が

堅

次

郎

の

体

を

が

っ

ち

り

と

押

さ

え

、

首

元

に

短

刀

を

近

づ

け

る

。
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堅

次

郎

の

顔

が

引

き

つ

る

。

 

堅

次

郎

「

待

っ

て

く

れ

！

 

頼

み

が

あ

る

！

」

 

 
 

 

手

下

達

の

短

刀

が

堅

次

郎

の

首

元

で

止

ま

る

。

 

堅

次

郎

「

お

前

ら

、

よ

く

見

た

ら

中

々

い

い

男

じ

ゃ

な

い

か

。

最

後

の

思

い

出

に

、

ア

レ

を

触

ら

せ

て

く

れ

よ

」

 

 
 

 

手

下

二

人

が

目

を

見

合

わ

せ

る

。

 

手

下

１

「

何

言

っ

て

い

や

が

る

ん

だ

？

」

 

手

下

２

「

頭

お

か

し

い

ん

じ

ゃ

ね

え

の

？

」

 

堅

次

郎

「

頼

む

よ

。

俺

は

実

は

男

の

ア

レ

に

興

味

が

あ

っ

た

ん

だ

。

触

ら

せ

て

く

れ

」

 

手

下

１

「

こ

い

つ

、

俺

達

が

ホ

モ

だ

っ

て

の

に

気

付

い

て

い

や

が

る

ぜ

」

 

手

下

２

「

そ

う

だ

な

。

ち

ょ

っ

と

は

楽

し

ま

せ

て

や

る

か

」

 

 
 

 

手

下

達

が

ズ

ボ

ン

の

チ

ャ

ッ

ク

を

下

げ

て

、

ア

レ

を

飛

び

出

さ

せ

る

。

 

 
 

 

堅

次

郎

の

目

の

前

に

、

二

本

の

ア

レ

が

あ

る

。

 

堅

次

郎

「

い

た

だ

き

ま

す

」

 

 
 

 

堅

次

郎

が

手

下

達

の

ア

レ

を

触

っ

て

し

ご

き
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始

め

る

。

 

手

下

達

「

あ

あ

、

あ

あ

～

っ

」

 

 
 

 

堅

次

郎

の

し

ご

き

。

 

手

下

１

「

触

る

だ

け

じ

ゃ

な

く

て

、

舐

め

て

、

吸

い

 

付

い

て

も

い

い

ん

だ

ぞ

っ

」

 

手

下

２

「

い

や

、

思

い

切

り

発

射

さ

せ

て

く

れ

っ

」

 

 
 

 

手

下

達

は

、

あ

ま

り

の

快

楽

に

脱

力

し

、

手

か

ら

短

刀

を

落

と

し

て

し

ま

う

。

そ

の

こ

と

に

気

付

き

も

し

て

い

な

い

様

子

。

 

 
 

 

堅

次

郎

は

、

手

下

達

が

快

楽

に

酔

い

し

れ

て

い

る

隙

に

、

短

刀

二

本

を

拾

う

。

 

 
 

 

堅

次

郎

は

、

短

刀

を

握

っ

た

ま

ま

指

先

で

手

下

達

の

ア

レ

を

し

ご

く

。

 

堅

次

郎

「

い

き

た

い

で

す

か

？

」

 

手

下

１

「

い

か

せ

て

く

れ

！

」

 

手

下

２

「

い

か

せ

て

く

れ

！

」

 

堅

次

郎

「

い

き

ま

す

よ

！

」

 

 
 

 

堅

次

郎

が

、

短

刀

で

手

下

達

の

ア

レ

を

斬

り

つ

け

る

。

 

手

下

達

「

ぐ

あ

あ

あ

っ

」
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堅

次

郎

が

、

す

か

さ

ず

短

刀

で

手

下

達

の

胸

を

突

き

刺

す

。

 

手

下

達

「

ぐ

あ

っ

」

 

 
 

 

手

下

達

が

倒

れ

る

。

 

 
 

 

堅

次

郎

は

、

息

を

荒

げ

な

が

ら

立

ち

上

が

る

。

 

堅

次

郎

「

悪

い

が

、

俺

は

ホ

モ

じ

ゃ

ね

え

。

し

ゃ

ぶ

 

る

ま

で

は

ご

め

ん

だ

よ

」
 

 
 

 

堅

次

郎

は

、

手

下

達

の

拳

銃

を

奪

っ

て

ズ

ボ

ン

に

ね

じ

込

み

、

歩

き

出

す

。
 

 

〇

テ

ン

ト

の

中

 

頭

領

「

二

人

が

遅

い

。

ま

さ

か

と

は

思

う

が

、

様

子

 

を

見

て

来

い

」

 

 
 

 

手

下

の

う

ち

二

人

が

自

動

小

銃

を

持

っ

て

出

て

い

く

。

 

 
 

 

頭

領

が

清

子

に

近

づ

く

。

 

頭

領

「

お

前

の

お

兄

ち

ゃ

ん

、

警

察

か

自

衛

隊

に

い

 

た

奴

か

？

」

 

清

子

「

運

転

手

と

交

通

警

備

員

し

か

や

っ

て

な

い

わ

」

 

頭

領

「

底

辺

職

じ

ゃ

ね

え

か

！

」
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清

子

「

あ

ん

た

ら

の

何

百

倍

も

偉

い

わ

！

」

 

 
 

 
頭

領

が

清

子

の

頬

を

叩

く

。

 

清

子

「

あ

っ

」

 

頭

領

「

俺

達

は

関

東

脅

征

会

の

構

成

員

だ

ぞ

。

舐

め

 

る

な

！

」

 

 
 

頭

領

は

、

清

子

を

調

教

台

に

引

っ

張

っ

て

い

き

、

手

枷

足

枷

を

は

め

て

拘

束

す

る

。

 

 
 

清

子

は

体

を

バ

タ

バ

タ

さ

せ

る

が

、

手

枷

足

枷

が

強

固

で

は

ず

れ

よ

う

が

な

い

。

 

 
 

 

頭

領

が

少

女

達

に

向

き

直

る

。

 

頭

領

「

生

意

気

な

奴

は

こ

う

な

る

と

い

う

見

本

を

 

示

し

て

や

る

！

」

 

 
 

頭

領

は

、

清

子

を

容

赦

な

く

平

手

打

ち

に

し

始

め

る

。

 

清

子

「

あ

あ

っ

、

あ

あ

っ

」

 

 
 

清

子

の

悲

鳴

が

響

き

渡

る

。

 

 
 

少

女

達

は

、

何

も

で

き

な

い

ま

ま

、

涙

目

に

な

っ

て

そ

の

光

景

を

見

守

る

し

か

な

い

。

 

 

〇

平

地

の

森

の

中

・

ゴ

ミ

置

き

場
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自

動

小

銃

を

持

っ

た

手

下

達

二

人

組

が

走

っ

て

く

る

。

 

 
 

 

手

下

達

は

、

仲

間

が

血

だ

ら

け

で

倒

れ

て

い

る

の

を

見

つ

け

る

。

 

手

下

３

「

く

そ

っ

、

や

ら

れ

た

！

」

 

手

下

４

「

見

つ

け

て

仕

留

め

よ

う

！

」

 

 
 

 

手

下

達

が

走

り

出

す

。
 

 

〇

平

地

の

森

の

中

・

谷

間

 

 
 

 

堅

次

郎

が

よ

ろ

よ

ろ

と

歩

い

て

い

る

。

 

堅

次

郎

「

方

向

感

覚

が

な

く

な

っ

ち

ま

っ

た

…
…

。

早

く

テ

ン

ト

に

戻

ら

な

い

と

…
…

」

 

 
 

 

堅

次

郎

が

歩

い

て

い

く

と

、

前

方

の

遠

く

に

手

下

達

が

い

る

の

が

見

え

る

。

 

 
 

 

堅

次

郎

は

木

の

陰

に

身

を

潜

ま

せ

る

。

 

 
 

 

手

下

達

が

堅

次

郎

を

探

し

回

っ

て

い

る

。

 

 
 

 

手

下

の

一

人

が

、

堅

次

郎

の

方

に

近

づ

い

て

く

る

。

 

 
 

 

堅

次

郎

は

、

短

刀

を

握

り

し

め

て

息

を

飲

む

。

 

 
 

 

も

う

一

人

の

手

下

は

遠

ざ

か

っ

て

い

る

。
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手

下

が

、

堅

次

郎

の

潜

む

木

の

す

ぐ

脇

ま

で

来

る

。

 

 
 

 

手

下

が

通

り

過

ぎ

て

い

く

。

 

 
 

 

堅

次

郎

は

、

そ

の

隙

を

狙

っ

て

木

の

陰

か

ら

飛

び

出

し

、

手

下

の

脇

腹

に

短

刀

を

突

き

刺

す

。

 

手

下

３

「

ぐ

お

っ

」

 

 
 

 

手

下

が

倒

れ

る

。

 

 
 

 

堅

次

郎

は

、

す

か

さ

ず

手

下

の

胸

を

短

刀

で

刺

す

。

手

下

が

力

尽

き

る

。

 

 
 

 

も

う

一

人

の

手

下

が

、

仲

間

が

い

な

く

な

っ

た

の

に

気

づ

い

て

引

き

返

し

て

く

る

。

 

 
 

 

手

下

が

自

動

小

銃

を

構

え

て

、

堅

次

郎

を

探

し

回

る

。

 

 
 

 

堅

次

郎

は

、

自

動

小

銃

を

奪

っ

て

構

え

、

物

陰

か

ら

手

下

を

狙

う

。

 

 
 

 

手

下

が

堅

次

郎

に

近

づ

い

て

く

る

。

 

堅

次

郎

「

う

お

お

お

お

っ

！

」

 

 
 

 

堅

次

郎

が

自

動

小

銃

を

ぶ

っ

放

す

。

 

 
 

 

銃

弾

は

手

下

を

外

れ

る

。
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手

下

４

「

う

お

お

お

お

お

っ

！

」

 

 
 

 
手

下

が

自

動

小

銃

を

ぶ

っ

放

す

。

 

 
 

 

銃

弾

が

堅

次

郎

の

す

ぐ

脇

の

草

を

四

散

さ

せ

る

。

 

 
 

 

堅

次

郎

が

走

っ

て

逃

げ

る

。

 

 
 

 

手

下

が

自

動

小

銃

で

追

撃

す

る

。

 

 
 

 

堅

次

郎

が

物

陰

に

身

を

隠

し

、

銃

撃

を

避

け

つ

つ

、

撃

ち

返

す

。

 

 
 

 

手

下

に

銃

撃

が

当

た

り

、

倒

れ

る

。

 

 
 

 

堅

次

郎

は

、

恐

る

恐

る

倒

し

た

手

下

に

近

づ

い

て

い

く

。

 

 
 

 

手

下

は

ま

っ

た

く

動

か

な

い

。

 

 
 

 

堅

次

郎

は

、

持

て

る

だ

け

の

銃

器

弾

薬

を

奪

い

、

手

下

が

現

れ

た

方

角

へ

歩

き

出

す

。

 

 

〇

テ

ン

ト

の

中

 

 
 

 

調

教

台

に

拘

束

さ

れ

た

清

子

が

、

涙

を

流

し

な

が

ら

疲

弊

し

き

っ

て

い

る

。

 

 
 

 

興

奮

し

て

息

の

荒

い

頭

領

が

、

上

着

を

脱

い

で

首

元

の

ボ

タ

ン

を

外

す

。
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頭

領

「

こ

れ

だ

け

引

っ

ぱ

た

か

れ

て

も

音

を

上

げ

な

 
い

と

は

、

大

し

た

も

ん

だ

な

」

 

清

子

「

あ

ん

た

な

ん

か

に

、

屈

し

な

い

わ

…
…

」

 

頭

領

「

な

ら

、

こ

れ

な

ら

ど

う

か

な

？

」

 

 
 

 

頭

領

が

少

女

達

に

近

づ

い

て

い

く

。

 

清

子

「

や

め

て

！

」

 

頭

領

「

俺

は

調

教

師

だ

ぜ

！

」
 

 
 

 

頭

領

が

、

少

女

達

を

容

赦

な

く

足

蹴

に

し

始

め

る

。

両

脇

か

ら

手

下

達

が

銃

を

構

え

て

い

る

の

で

、

抵

抗

し

よ

う

が

な

い

。

 

 
 

 

少

女

達

が

苦

痛

で

泣

き

喘

ぐ

。

 

清

子

「

や

め

て

！

 

や

め

て

！

」

 

 
 

 

頭

領

は

少

女

達

を

足

蹴

に

し

続

け

る

。

 

 
 

 

そ

の

時

。

 

堅

次

郎

「

う

お

お

お

お

っ

」

 

堅

次

郎

が

テ

ン

ト

に

飛

び

込

ん

で

き

て

、

手

下

達

を

狙

っ

て

自

動

小

銃

を

ぶ

っ

放

す

。

 

清

子

「

お

兄

ち

ゃ

ん

！

」

 

手

下

達

は

、

撃

ち

返

す

暇

も

な

く

被

弾

し

て

倒

れ

る

。

少

女

達

が

悲

鳴

を

上

げ

る

。
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頭

領

「

野

郎

！

」

 

 
 

 
頭

領

が

拳

銃

を

抜

い

て

、

堅

次

郎

に

ぶ

っ

放

す

。
 

堅

次

郎

「

ぐ

あ

っ

」

 

 
 

 

堅

次

郎

が

被

弾

し

て

倒

れ

る

。

少

女

達

が

悲

鳴

を

上

げ

る

。

 

 
 

 

頭

領

が

拳

銃

を

向

け

な

が

ら

、

堅

次

郎

の

自

動

小

銃

を

奪

い

取

る

。

 

頭

領

「

底

辺

職

の

分

際

で

、

よ

く

も

ま

あ

生

き

延

び

 

た

も

ん

だ

。

関

心

す

る

ぜ

」

 

 
 

 

頭

領

は

、

自

動

小

銃

を

置

き

、

拳

銃

を

し

ま

う

。

 

頭

領

「

銃

で

一

発

っ

て

の

も

つ

ま

ら

ね

え

。

立

ち

上

 

が

っ

て

、

そ

の

ド

ス

で

挑

ん

で

来

い

よ

」

 

 
 

頭

領

が

短

刀

を

構

え

る

。

 

 
 

堅

次

郎

が

、

よ

ろ

よ

ろ

と

立

ち

上

が

り

、

短

刀

を

構

え

る

。

 

堅

次

郎

「

そ

の

子

達

を

解

放

し

ろ

！

」

 

頭

領

「

俺

を

倒

す

こ

と

だ

な

！

」

 

堅

次

郎

「

う

お

お

お

っ

」
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堅

次

郎

が

頭

領

に

斬

り

か

か

る

。

 

 
 

 
頭

領

が

避

け

る

。

 

 
 

 

堅

次

郎

が

斬

り

か

か

る

。

 

 
 

 

頭

領

が

避

け

る

。

 

頭

領

「

う

お

お

お

っ

」
 

 
 

 

頭

領

が

堅

次

郎

に

斬

り

か

か

る

。

 

 
 

 

堅

次

郎

が

避

け

る

。
 

 
 

 

頭

領

が

斬

り

か

か

る

。

 

 
 

 

堅

次

郎

が

避

け

る

。

 

 
 

 

堅

次

郎

が

斬

り

か

か

る

と

、

頭

領

が

避

け

つ

つ

、

斬

り

返

す

。

 

 
 

 

堅

次

郎

が

、

左

脇

を

斬

り

裂

か

れ

て

間

合

い

を

取

る

。

 

 
 

 

傷

口

か

ら

血

が

流

れ

出

る

。

 

 
 

 

頭

領

が

堅

次

郎

に

蹴

り

込

む

。

 

 
 

 

堅

次

郎

が

倒

れ

る

。

 

 
 

 

堅

次

郎

が

起

き

上

が

ろ

う

と

す

る

と

、

頭

領

が

さ

ら

に

蹴

り

込

む

。

 

 
 

 

堅

次

郎

が

テ

ン

ト

の

入

口

か

ら

外

に

転

げ

て

い

く

。
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〇

平

地

の

森

の

中

・

テ

ン

ト

の

外

 

 
 

 

堅

次

郎

が

転

が

る

よ

う

に

地

面

に

突

っ

伏

す

。

 

 
 

 

頭

領

が

さ

ら

に

蹴

り

込

み

、

さ

ら

に

踏

み

つ

け

る

。

踏

み

つ

け

の

拍

子

に

短

刀

が

手

か

ら

落

ち

る

。

 

 
 

 

堅

次

郎

が

ぐ

っ

た

り

す

る

。

 

頭

領

「

お

兄

ち

ゃ

ん

も

こ

れ

ま

で

だ

な

」

 

 
 

 

頭

領

が

し

ゃ

が

み

、

短

刀

で

堅

次

郎

の

胸

を

突

き

刺

そ

う

と

す

る

。

 

 
 

 

だ

が

、

堅

次

郎

は

、

頭

領

の

肩

を

つ

か

み

、

思

い

切

り

頭

突

き

を

す

る

。

 

頭

領

「

ぐ

あ

あ

っ

」

 

 
 

 

頭

領

が

倒

れ

て

、

頭

を

押

さ

え

て

の

た

う

ち

回

る

。

 

 
 

 

堅

次

郎

が

立

ち

上

が

る

。

 

 
 

 

頭

領

が

立

ち

上

が

る

。

 

堅

次

郎

「

う

お

お

お

っ

」

 

 
 

 

堅

次

郎

が

頭

領

に

蹴

り

込

む

。

 

 
 

 

頭

領

が

転

が

る

よ

う

に

倒

れ

る

。
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頭

領

が

す

ぐ

に

立

ち

上

が

る

。

 

 
 

 
堅

次

郎

が

頭

領

に

蹴

り

込

む

。

 

 
 

 

頭

領

が

蹴

り

を

受

け

止

め

、

堅

次

郎

に

蹴

り

返

す

。

 

 
 

 

堅

次

郎

が

後

ず

さ

り

す

る

。

 

 
 

 

頭

領

が

堅

次

郎

に

拳

の

連

撃

を

食

ら

わ

せ

、

思

い

切

り

蹴

り

込

む

。
 

 
 

 

堅

次

郎

が

倒

れ

る

。

 

 
 

 

倒

れ

た

と

こ

ろ

に

、

手

放

し

た

短

刀

が

落

ち

て

い

る

。

 

 
 

 

堅

次

郎

は

、

短

刀

を

拾

っ

て

握

り

締

め

る

。

 

 
 

 

頭

領

が

、

短

刀

を

構

え

て

近

づ

い

て

く

る

。

 

 
 

 

堅

次

郎

が

よ

ろ

よ

ろ

と

立

ち

上

が

る

。

 

頭

領

「

う

お

お

お

っ

」

 

 
 

 

頭

領

が

走

っ

て

斬

り

か

か

っ

て

く

る

。

 

堅

次

郎

「

う

お

お

お

っ

」

 

 
 

 

堅

次

郎

が

斬

り

か

か

っ

て

い

く

。

 

 
 

 

堅

次

郎

と

頭

領

の

短

刀

が

交

差

す

る

。

 

 
 

 

堅

次

郎

と

頭

領

の

脇

が

同

時

に

斬

り

裂

か

れ

て

倒

れ

る

。
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堅

次

郎

と

頭

領

が

突

っ

伏

し

、

立

ち

上

が

ろ

う

と

す

る

。

 

 
 

 

頭

領

の

方

が

早

く

立

ち

上

が

り

、

テ

ン

ト

に

向

か

っ

て

い

く

。

 

 
 

 

堅

次

郎

が

よ

ろ

よ

ろ

と

立

ち

上

が

り

、

頭

領

の

後

を

追

う

。

 

 

〇

テ

ン

ト

の

中

 

 
 

 

頭

領

が

テ

ン

ト

に

入

っ

て

く

る

。

 

 
 

 

頭

領

は

置

い

て

い

た

自

動

小

銃

を

手

に

取

っ

て

構

え

る

。

 

頭

領

「

お

め

え

ら

全

員

道

連

れ

に

し

て

や

る

！

」
 

 
 

 

頭

領

が

少

女

達

に

自

動

小

銃

を

向

け

る

。

 

 
 

 

少

女

達

が

悲

鳴

を

上

げ

る

。

 

 
 

 

頭

領

が

引

金

を

引

く

。

 

 
 

 

だ

が

、

弾

が

発

射

さ

れ

な

い

。

 

頭

領

「

弾

切

れ

か

！

」

 

 
 

 

頭

領

が

拳

銃

に

持

ち

換

え

よ

う

と

し

た

瞬

間

。

堅

次

郎

が

テ

ン

ト

に

入

っ

て

き

て

、

頭

領

に

向

け

て

短

刀

を

ぶ

ん

投

げ

る

。
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頭

領

「

ぐ

あ

っ

」

 

 
 

 
短

刀

が

頭

領

に

突

き

刺

さ

る

。

 

 
 

 

頭

領

は

力

尽

き

て

倒

れ

る

。

 

 
 

 

堅

次

郎

が

調

教

台

の

清

子

に

駆

け

寄

る

。

 

清

子

「

お

兄

ち

ゃ

ん

！

」

 

堅

次

郎

「

酷

い

こ

と

さ

れ

て

な

い

か

？

」

 

清

子

「

叩

か

れ

た

だ

け

…
…

」
 

 
 

 

堅

次

郎

が

清

子

の

手

枷

足

枷

と

首

輪

を

外

す

。

 

堅

次

郎

「

痛

か

っ

た

ろ

う

」

 

 
 

 

堅

次

郎

が

清

子

を

抱

き

締

め

る

。
 

 
 

 

堅

次

郎

と

清

子

は

、

少

女

達

の

も

と

に

行

き

、

 

 
 

 

首

輪

を

外

し

て

い

く

。

 

堅

次

郎

「

も

う

大

丈

夫

だ

。

自

由

だ

か

ら

ね

」

 

 
 

 

少

女

達

は

涙

を

流

し

て

堅

次

郎

を

見

つ

め

て

い

る

。

 

少

女

達

「

お

兄

さ

ん

…
…

」

 

 
 

 

清

子

は

、

堅

次

郎

の

横

顔

を

見

て

微

笑

む

。

 

 

〇

森

の

入

口

 

 
 

 

堅

次

郎

と

清

子

、

少

女

達

が

森

か

ら

出

て

く
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る

。

 

清

子

「

お

兄

ち

ゃ

ん

の

車

、

全

然

違

う

と

こ

ろ

に

あ

 

る

よ

？

」
 

堅

次

郎

「

後

で

回

収

に

行

く

。

奴

ら

の

車

を

借

り

よ

う

」

 

 
 

 

堅

次

郎

が

清

子

に

車

の

鍵

を

渡

す

。

 

堅

次

郎

「

二

台

あ

り

ゃ

、

ち

ょ

う

ど

四

人

ず

つ

乗

せ

ら

れ

る

」

 

清

子

「

任

せ

と

い

て

」

 

 
 

 

堅

次

郎

が

少

女

達

の

方

を

見

る

。
 

堅

次

郎

「

帰

ろ

う

」

 

少

女

達

「

は

い

！

」

 

 
 

 

少

女

達

の

微

笑

。

 

 
 

 

堅

次

郎

と

清

子

は

、

少

女

達

を

四

人

ず

つ

車

に

乗

せ

て

、

走

り

去

っ

て

い

く

。

 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

完

 


